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教育理念目的人材育成像 

 

  

点検評価項目 自己評価 

学校の理念・目的・人材育成像は定められているか 

本学園の建学の精神は、「教育と学術の研究を通じ、広く一般社会に貢献し、

且つ人類の福祉と平和に寄与する視野の広い実践的な人材の育成を目的とす

る。」であり、入学案内書等に謳っている。 

学校の理念・目的・人材育成像・特色などが学生・関係業

界・保護者等に周知がなされているか 

本校の教育方針は、経理・経営・情報分野の高度な知識と技能を取得し、各種

検定試験や国家試験に合格できる能力を養うとともに、豊かな教養を持った人

格の形成を行い、実社会で活躍できるスペシャリストを育成することにあり、

学生便覧・ホームページ等に記載している。 

各学科の教育目標、人材育成像は、対応する業界のニーズに

向けて方向づけられているか 

企業の経理担当者や会計事務所等の就職先からのニーズを調査し、学内のカリ

キュラム編成会議において検討を重ねた上で、教育内容に反映している。 

留学生については、留学生の就職紹介事業を手掛ける機関の協力を得て、企業

の求人ニーズに合致した教育内容をカリキュラムに反映させている。 



 

学校運営 

 

  

点検評価項目 自己評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 運営方針は、毎期毎に事業計画の中で位置づけている。 

運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されてい

るか 

本校の意思決定は、教授会により決定されるが、ＦＤ会議や全教職員による月例会

議、各分科会議を開催し、方針などの伝達・意思決定がなされている。尚、それぞ

れの会議の位置付けを行い、運営と議事録の作成・報告を義務付けている。 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

2020年度より新情報システムの導入を行い、更なる業務の効率化を進めている。 

2024年度より出席管理をデジタル化した。リーダー機能搭載の端末を導入し、学

生証の読み取りにより管理を行うことで、授業担当教員および事務局双方の作業効

率化が図られた。 

引き続き情報システムを有効に活用し、業務の効率化を図っていくように努める。 



教育活動 

 

点検評価項目 自己評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定され

ているか 

教授会で方針を策定し、シラバス会議で教育課程の編成を行い実施されている。

科目ごとにシラバスを作成し、到達目標を明確に掲げている。 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラ

ムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか 

実務家教員を中心にカリキュラムを編成することにより、机の上の勉強として検

定試験や国家試験の受験に取り組むのではなく，専門性の高い「生きた技術」や

「生きた経験」を学ぶことができるように工夫している。また教材においても、

税務署や年金事務所、ハローワーク、労働基準監督署において実際に使用されて

いる用紙を活用し、実践力を重視した教育を心掛けている。 

授業評価の実施・評価体制はあるか 

授業評価に関しては、前・後期での学生による授業評価、教員間での授業評価を

実施している。評価結果を基に教員会議を実施し、教員間における情報共有を図

っている。 

資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ

けはあるか 

各種検定試験や国家試験合格に向けての指導は、入学後すぐの 4月より継続的に

実施している。土曜日に実施する補習授業や検定試験直前に行う直前模試により

各自の学力を分析し、専任教員による個別サポートを通じて合格率の向上を図っ

ている。 

また留学生については、日本語能力試験の受験を必修として日本語能力の向上に

努めるとともに、簿記検定試験やWord、Excelといったパソコン操作の技能向上

にも努めている。 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研

修や教員の指導力育成など資質向上のための取り組みが行わ

れているか 

教育研究費を設け、各種団体や学会が運営する研究会への参加を推奨している。 

2024年度は、大阪府専修学校各種学校連合会が主催する「新任教員研修会」に新

任教員 1名が参加し、指導力育成・資質向上を図った。 



 

学修成果 

 

  

点検評価項目 自己評価 

就職率の向上が図られているか 

常勤のキャリアコンサルタントによる個別支援を中心に、きめ細かい指導を重視

している。入学後早い段階で、就職オリエンテーションを実施し、就職フェアな

どへの参加を通じて、さまざまな業種や職種において幅広い活躍の場があること

を学生が理解し、自分の進路を意識する機会を設けている。また、最終学年では

履歴書の作成や面接対策を実施して、確実に就職が実現するようにサポートして

いる。 

留学生については、特定技能試験（外食業・飲食料品製造業）の受験対策をカリ

キュラムに加えることにより、就職率の向上を目指している。また、次年度の万

博需要に備え、ホテルへの就職斡旋も積極的に行っている。 

各種検定試験や国家試験合格率が良好であるか 

入学後、すぐに検定試験や国家試験受験に向けた対策を実施している。１年次で

は簿記検定試験や税法検定試験、マナー検定試験などビジネスパーソン必須の基

本的な資格を取得し、2年次では電子会計実務検定やビジネス会計検定試験など

実践的な資格取得を目指している。また、宅地建物取引士や賃貸不動産経営管理

士など国家試験の受験にも多くの学生がチャレンジしている。 

退学率の低減が図られているか  

毎時間の出席管理をしっかりと行い、毎月の出席率について郵送にて保護者宛に

報告を行うと同時に、学生の個別面談により学習状況の把握に努めている。ま

た、キャリアコンサルタントによる個別指導を通じて、就職指導だけでなく生活

指導についても支援している。 



 

学生支援 

 

 

点検評価項目 自己評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

希望に沿った将来像を描けるように１年次から常勤のキャリアコンサルタントが

個別に対応。就職オリエンテーションを実施する他、就職活動においても、引き

続きキャリアコンサルタントが個別にサポート、履歴書の作成指導や面接対策を

実施することにより、就職決定までフォローしている。 

学生相談に関する体制は整備されているか 

担当教員が個別面談などを通して学習面・生活面の支援行っている。また、就職

相談室において、キャリアコンサルタントへ学生たちが就職活動だけでなく、学

習面・生活面での不安を話せる環境も整えている。 

保護者と適切に連携しているか 

保護者に対しては、入学式終了後、入学生と保護者の合同オリエンテーションを

実施し、学生指導体制、進級・卒業規程、学生生活、生活習慣の心構え、各種検

定試験や国家試験、就職状況等の説明を行っている。また、出席状況について

は、毎月郵送にて保護者へ報告し、出席状況に改善が見られない場合は学生面談

（場合によれば保護者を含めて実施）を実施している。 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教

育の取組が行われているか 

高校へ本校教員が出向き、出張授業を実施し、経理事務や総務事務の仕事につい

ての普及活動を行っていた。しばらく休止をしていたが、機会を見て再開を検討

したい。 

修学支援体制が整っているか 

2020年度より本校は、国の「修学支援新制度」の対象校として認定され、授業料

減免及び給付型奨学金の対象となった。また、日本学生支援機構の奨学金及び日

本政策金融公庫による国の教育ローン等の紹介を行っている。学費の延納制度や

分納制度を設けており、一括での納入が厳しい学生には有用である。 



 

教育環境 

  

点検評価項目 自己評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備され

ているか 

教育施設・設備は専修学校設置基準に定められた基準に適合している。 

設備は、可能な限り最新の環境を導入し、充実した教育環境の整備に努めてい

る。 

2024年度は、各教室の教卓に教師用パソコンを設置した。2023度に整備した情

報コンセントを活用し、非常時のオンライン授業の実施や、学内共有サーバの利

用により、円滑な授業運営に繋がっている。 

今後とも引き続き定期点検や設備面の更新を行い安定利用に努める。 

防災に対する体制は整備されているか 
防災に関しては、年１回避難訓練並びに、近年多発している自然災害に対応した

防災教育を実施している。 



 

学生募集 

 

  

点検評価項目 自己評価 

高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組を行って

いるか 

卒業後の取得資格・求人状況などについて、ホームページやパンフレットに掲載

している。また、教職員で担当高校を定期的に訪問し、高校教員に直接説明を行

っている。 

学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確

に伝えられているか 

オープンキャンパスなどでも明確に説明している。その結果、入学希望者・保護

者に理解を得られている。 



 

財務 

 

 

 

  

点検評価項目 自己評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 
事業計画に基づいて事業は行われている。留学生の募集は堅調であるが、日本人学

生の募集については引き続き注力していく必要がある。 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 
翌年度の事業計画書および中長期事業計画書が作成されており、学校全体の予算化

は図れている。 

財務について会計監査が適正に行われているか 

会計監査については、私立学校法の規定に伴って監事による監査がおこなわれてお

り、毎年６月に実施される理事会および評議委員会に監査報告書が提出されてい

る。また、公認会計士による監査もおこなわれ、監査報告書も提出されている。 



 

法令遵守 

 

 

 

社会貢献・地域貢献 

 

点検評価項目 自己評価 

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされてい

るか 

法令や専修学校設置基準を遵守し、適正な運営を行っている。設置基準並びに指

定規則の基準を満たし、大阪府より認可を受けている。 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 
個人情報保護に関しては、教員より誓約書の提出を義務付けている。また、入学

時には SNSの取り扱いなどの教育機会を設けている。 

点検評価項目 自己評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っ

ているか 

2024年度は、「天満音楽祭」と検定試験施設貸与日が重なり、ボランティア会場

として協力ができなかった。一方、「大阪マラソン"クリーンUP"作戦」に毎年参

加し、美しいまちづくりのため、公共スペースを清掃する取組みに協賛してい

る。 

2024年度より、子供のバスケットボール教室（コドバス）に施設を貸与してい

る。毎週木曜日に地域の小学生および保護者が来校し、本校の体育室でバスケッ

トボールを楽しまれている。 


